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序Schaeferがあの「地理学における例外主義Jを著わしてから，既に四半世紀が経過した。われ
われが，この時代を画する論文をはじめ， Burton, Chorleyらの論文を靭訳して， 『空間の理
論 地理科学のフロンテイア』（古今書院）として出版したのは1976年であった。
1 この母体となった研究会は， 『空間の理論』のあとがきにも書いたように，われわれの問では
グレコ会と呼んできたが，その後もひきつづきシムポジウムを開き，何ものにもとらわれない自
由な討議を墓ねてきた。はじめの頃のメンバーは，その後，転勤になったりして，メンバーの分
散と，棺互聞の距離の増大が生じた．これが契機となって，何かディスカッシヨンペーパーのよ
うなものをつくって，一人々々の考えを発表したり，議論の記録を残したりしたいと考えるよう
になった。本書はとのような意図から， 1978年度の活動の一端を表わすために作られたもので
ある。
研究会は内外の主要論文を読んで，新しい諸概念などを系統的にまとめる仕事を進めて行くと
同時に，それらの知識を自分遠のものとして研究の中に活かし，あるいは研究の新しい枠組を構
築する大胆な試みさえもやってみようとした。newgeographyの諾分野，たとえば，中心地体系，
拡散，パーセプシヨンなどを相互に独立したものとしてではなく，関連し合うものとしてとらえ
るということも， 一つの目標であった。
本書に収められた4'.I識のペーパーは，いずれもこの過程で作られたものである。 一つ一つが独
立しているようにみえるが，相互に関連する部分のあることに気がつかれるであろう。たとえば
杉浦は，因子分析法を用いて，明治中，後期におけるわが国の機能地域を設定し，東日本と西日
本とで地域精進のあり方に相違があることを指摘した。これは，中村が東日本と西日本をとりあ
げて，このようなこ項対立的地域区分が単なる等質地域区分ではなくて，機能地域ないしは結節
減としての相違に根ざす， 一つの空間認識ではあるまいかとした議論と結びっくものである。
また，中村がニ項対立的地威名を含めて，地名は位置を指示する特殊な固有名詞であるとした
議論や，位置のコミュニケーシヨンに関する議論は，小林の「地図と言語」とかかわりを持って
いる。地図がアナログ的であるのに対して，言語はディジタル的であるとの小林の指摘は多くの
示唆を与えるものである。
われわれの議論の中には，多くの来熟さや誤りがあるかもしれないが，ご批判とど助言を得ら
れるならば幸いである。
本書を発行するにあたって，野間三郎先生からは絶えず暖かいはげましをいただいた。また，
製図の一部や文献目録の整理Jこは，東京都立大学大学院生稲田道彦君と小金沢孝昭君の協力が得
られた．記して感謝する次第である。
なお，本研究は昭和 53 年度文告~省科学研究費一般研究C 「空間組織の理論的研究」（課題番号358093,
研究代表者東京都立大学助教授中村和郎〉によるものである．
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